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第
八
日
総
会

ｏ
懇
親
会

遠
藤
先
生
あ

北
海
道
文
化
賞
ご
受
賞
を
祝
う
会

―

懇

親

会

―

一
、
遠
藤
先
生
の
北
海
道
文
化
賞
受
賞
の

お
祝
い

二
、
ビ
ア
プ
演
奏

シ
ョ
バ
ン
　
ワ
ル
ツ

作
品
三
四
の

一
、

幻
想
即
興
曲
（
演
奏
）
本
田

真
紀
子

三
、
会
食

四
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
訪
間
団
の
報
告

今
年
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
訪
間
旅
行
が
あ

っ
た
り
し
て
総
会
の
開
催
が
遅
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
第
八
回
の
総
会
を
下
記
の

通
り
開
催
し
ま
す
。
例
年
通
り
、
総
会
に

引
き
続
い
て
懇
親
会
を
開
催
し
ま
す
。

副
会
長
の
遠
藤
道
子
先
生
が
北
海
道
に

お
け
る
音
楽
文
化
の
向
上
に
尽
く
さ
れ
た

功
績
で
北
海
道
文
化
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
を
お
祝
い
す
る
集
ま
り
と

も
し
た
い
と
計
画
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
総
会
で
決
め
ら
れ
る
こ
と
で
は

あ
り
ま
す
が
、
会
長
の
交
替
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
ｏ
ポ
文
協
創
設
以
来
、
七
年
間

も
協
会
の
発
展
に
ご
尽
力
ぐ
だ
さ
っ
た
今

村
成
和
現
会
長

へ
の
謝
意
を
表
す
機
会
に

も
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

多
数
の
会
長
の
ご
出
席
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

懇
親
会
参
加
費
　
会
員
三
千
円
、
当
日

徴
収
し
ま
す
。

準
備
の
都
合
上
、
同
封
の
ハ
ガ
キ
で
二

十
二
日
必
着
に
て
ご
出
欠
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。
内
容
も
り
沢
山
の
楽
し
い
会
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
ご
家
族
、
友
人
、
知

人
の
ご
同
伴
を
歓
迎
し
ま
す

（非
会
員
の

参
加
費
は
四
千
円
と
し
ま
す
）
。
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日
時
　
十

一
月
二
十
九
日

⌒
火
）
六
時
三
十
分
よ
り

場
所
　
す
み
れ
ホ
テ
ル

（
北

一
条
西
二
丁
目
）

電
話

一
一六

一
卜
五

一
五

一

―
″
総
．
会

・―

予
定
さ
れ
て
い
る
議
事

一
、
前
年
度
事
業
お
よ
び
決
算
報
告

二
、
今
年
度
事
業
計
画
お
よ
び
予
算

三
、
今
村
成
和
先
生
か
ら
谷
本

一
之
先
生

へ
の
会
長
の
交
替

四
、
運
営
委
員
の
追
加

五
、
そ
の
他
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去
る
八
月

二
十
六
日
夜
、
ポ
文
協
後
援

に
よ
る

「
田
隅
靖
子
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
」

が
札
幌

ル
ー
テ
ル
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
ｏ
こ
れ
は
ポ
ー
ラ
ン
ド

の
古
都
ク
ラ

ク

フ
に
建
設
さ
れ
る

「
日
本
美
術
セ

ン
タ

ー

」
建
設
基
金

の

一
助
に
、
と
企
画
さ
れ

た
も
の
で
、
ポ
文
協
会
員
を
は
じ
め
ご
賛

同

の
皆
様
が
多
数
参
加
し
、
ビ
ア
ニ
ス
ト

も
熱
演
で
応
え
て
、
好
評

の
う
ち
に
終
了

し
ま
し
た
。

当
日
の
曲
目
は
十
八
、
十
九
、
二
十
世

紀

の
ポ
ー
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
曲

で
組
ま
れ
、

香
り
高

い
ポ
ー
ラ
ン
ド
音
楽
伝
統
の
雰
囲

気
が
会
場
を
包

み
ま
し
た
。
シ
ョ
バ

ン
の

ほ
か
は
、
日
本

で
は
ほ
と
ん
ど
演
奏
さ
れ

る
こ
と
が
な
く
、
な
か
で
も
ル
ト
ス
ワ
フ

ス
キ
、
セ

ロ
ツ
キ
、
‘バ
ツ
ェ
ビ
チ
な
ど
、

現
代
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
代
表
す
る
作
曲
家
の

作
品
は
、
来
場

の
み
な
さ
ん
に
強
い
印
象

を
与
え
た
よ
う
で
す
。
ご
後
援
を
頂
い
た

ポ
文
協
、
ご
来
場
の
会
員
の
皆
様
に
心
か

ら
お
礼
を
中
し
上
げ
ま
す
。

当
日
の
収
入
か
ら
諸
経
費
を
除
い
た
収

益
金
七
万
円
を
募
金
セ
ン
タ
ー
に
寄
託
し

た
と
こ
ろ
、
代
表
の
高
野
悦
子
さ
ん

⌒岩

波
ホ
ー
ル
総
支
配
人
）
か
ら
お
礼
状
と
同

セ
ン
タ
ー
の
現
状
報
告
が
層
き
ま
し
た
一

そ
れ
に
よ
る
と
、
町
セ‐
冽
列
―
‐は
十

一
月

二
十
日
に
オ
ー
プ

ン
の
予
定
と
の
こ
と
。
、

基
金
創
設
者
ア
ン
ジ
ェ
イ

，
ヮ
ィ
ダ
監
督

の
念
願
が
よ
う
や
く
実
現
し
、
ク
ラ
ク
フ

美
術
館
蔵
の
日
本
浮
世
絵
の
名
品
が
こ
こ

に
飾
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
日
本
の

現
代
美
術
や
最
新
の
科
学
較
術
の
成
果
も

こ
こ
で
紹
介
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

ポ
ー
ラ
ン
ト
に
お
け
る
日
本
文
化
の
ｉ発
信

地
と
し
て
注
目
を
集
め
る
こ
と
に
な
る
で

し
よ
う
。

九
月
に
行
わ
れ
た
ポ
文
協
ポ
ー
ラ
ン
ド

訪
間
で
は
団
員
の
み
な
さ
ん
も
建
設
中
の

セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
た
と
の
こ
と
、
古
都
ク

テ
グ
ア
を
流
れ
る‐ッ
襴
ズ
，
川
の
ほ
と
り
、

引
ス
弘
ョ
メ
書
城
と
向
き
あ
う
日
本
美
術

一

セ

ン
タ
ト

の
静
か
な
た
た
ず
ま

い
は
次
回

一

の
訪
間
に
ま
た
ひ
と

っ
の
楽
し
み
を
加
え

一

て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
一

・　
　
　
年
一　
　
・　
　
一掴
硼
祐
作
／
一
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第 22回例会
「ポーランドのクリスマスと料理を楽しむ会」

―・

し

ポーランドの児童作品を観賞し、作つたお料理を試食しながら、ポーラントの 1

音楽をきいたりお話しをし合つたりして、楽しいひとときをすごしたいと考えて

います。たくさんの方のご参加をお待ちしています。

日, 時 : 12月 3日 (土 )10時～16時
会 場 : 札幌市女性センター料理教室 (大通西 19丁目)
会 費 : 1000円 以内
募集人員 :40名
講 師 : 熊倉 ハリーナ さん
申し込み :会場の都合上40名になり次第じめきりますも同封のiハガキでお

申し込み下さい。

献 立 : 1)サ ワトカ・ヤジノーヴア (野菜サラダ)、 2)ズ ラヅイ・ビ
ェビツーヴェ。ヅダジバマニー (豚肉ときのこのソース煮)

展 示 : ポーランドのこどもたちが作つた楽しいクリスマスの飾り、絵や
人形などを会場に飾ります。

内案
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